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対象は、ICD-10 研究用の診断基準を満たす統合失調症患者 102 例（男性 55
例、女性 47 例、平均年齢 25.5 歳）、統合失調型障害患者 47 例（男性 29 例、女
性 18 例、平均年齢 25.0 歳）、および年齢・性別をマッチングさせた健常対照者




全例を対象に 1.5T の Siemens 社製 MR スキャナを用い全脳の三次元撮像を行
い、1mm3 のボクセルからなる高解像度 T1 強調画像を画像解析ソフトウェア Dr 
View（AJS）を用いて解析した。OFC の脳溝脳回パターン分類には、Chiavaras
と Petrides (2000) の定義を用いた。すなわち 3 方向（矢状断、水平断、および冠
状断）から内眼窩溝、外眼窩溝、および横眼窩溝を正確に同定し、各脳溝の連








を調べた。統計学的有意差は p < 0.05 とした。なお脳溝脳回パターンが Type I
〜III に該当しない稀な症例（3 例）については統計学的解析から除外した。 
【結果】
	 右半球において脳溝脳回パターンの分布に有意な群間差が認められ、統合失
調症群では健常群と比較して有意に Type I の頻度が低く（χ2 = 5.62, p = 0.018）、
また健常群 (χ2 = 8.37, p = 0.004) および統合失調型障害群（χ2 = 5.32, p = 0.021）
と比較して有意に Type III の頻度が高かった。一方、統合失調型障害の脳溝脳回
パターンには、健常群と比較して有意差はみられなかった。
嗅溝の深さについては、健常群と比較して統合失調型障害群で有意に浅く（p 
< 0.001）、また統合失調型障害群と比較して統合失調症群で有意に浅かった（p < 
0.001）。 
全疾患群において、右半球の脳溝脳回パターンが Type II の患者群は Type I（p 
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ターンが Type IIの患者群は Type I（p = 0.011）および Type III（p = 0.033）の患者群と比較して有
意に SAPS得点が低かった。嗅溝の深さと臨床指標の間に有意な相関は認めなかった。 
 
【総括】 
 本研究は、統合失調症、統合失調型障害および健常者を対象とした MRIの解析により、形成時
期の異なる２つの神経発達指標の変化を検討し、以下のことを示した。嗅溝は胎生 16週頃に形成
されるとされ、その深さは比較的早期の神経発達を反映すると考えられる。今回の結果では、そ
の程度は統合失調症群でより強かったものの、統合失調型障害群において健常群と比較して有意
に嗅溝が浅かった。一方、胎生中期以降（28週以降）の神経発達を反映すると考えられる OFC
の脳溝脳回パターンの変化は統合失調症群に特異的であった。また OFCの脳溝脳回パターンは陽
性症状の重症度と関連していた。これらの結果から、統合失調症スペクトラムにはある程度共通
する胎生早期の神経発達の偏りが存在するが、より重度かつ遷延化する神経発達の変化が、明ら
かな精神病症状を示す統合失調症の発症と関連する可能性が示唆された。また、これらの所見が
統合失調症への脆弱性の指標として、早期診断の一助となる可能性が示唆された。 
 以上のことから、本研究は統合失調症スペクトラムと眼窩前頭皮質の発達の関連を初めて明ら
かにした点には新規性があり、詳細な MRI画像データの統計的解析より得られた結果であること
から医学における学術的重要性も高く、本研究結果が統合失調症の早期診断の一助となる可能性
があり臨床的発展性が期待できる。 
以上より本審査会は本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
 
